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(57) Abstract: [Problem] T o provide a means that flexibly changes posture when inserted into a blood vessel and i s able to increase
the amount of excised atheroma that can be housed. [Solution] This atherectomy catheter (10) i s equipped with: a shaft ( 11) having
an opening (20) in the side wall thereof; a cutter (12) that i s positioned near the opening (20) in the internal space of the shaft ( 11)
and that i s able to move in the axial line direction (101) of the shaft ( 11); and a tip section (13) that i s connected to the tip of the
shaft ( 11). The tip section (13) has: a blade tube (3 1) that i s connected to the tip of the shaft ( 11) and interconnected with the internal
space; a diameter reduction section (32) that i s connected to the tip of the blade tube (31) interconnected with the internal space; and
an end tip (33) that has a smaller outer diameter than the outer diameter of the tip of the blade tube (3 1), has a tip (35) side that pro -
trudes to the outside from the tip of the diameter reduction section (32), and has a base (36) side that passes through the internal
space of the diameter reduction section (32) and extends to the internal space of the blade tube (31).

(57) 要約：【課題】血管への挿入に際して柔軟に姿勢変化し、切除された粥腫を収容可能な量を増加できる
手段を提供する。 【解決手段】粥腫切除カテーテル 1 0 は、側壁に開口2 0 を有するシャフト1 1 と、
シャフト1 1 の内部空間において開口2 0 付近に位置されており、シャフト1 1 の軸線方向 1 0 1 に移動
可能なカッター 1 2 と、シャフト1 1 の先端に接続された先端部 1 3 と、を具備する。先端部 1 3 は、
シャフト1 1 の先端に内部空間を連続させて接続されたブレードチューブ3 と、ブレードチューブ3
の先端に内部空間を連続させて接続された縮径部 3 2 と、ブレードチューブ3 の先端の外径よリ小径な
外径であり、先端 3 5 側が縮径部 3 2 の先端から外側へ突出されており、基端 3 6 側が縮径部 3 2 の内部
空間を通じてブレードチューブ3 1 の内部空間に延出された先端チップ3 3 と、を有する。
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明 細 書

発明の名称 ：粥腫切除カテーテル

技術分野

[0001 ] 本発明は、血管の内壁に付着 した粥腫を切除するために血管に揷入される

カテーテルに関する。

背景技術

[0002] 従来より、血管内に発生 した粥腫を、血管にカテーテルを揷入 して切除す

る治療が行われている。この治療に用いられるカテーテルは、側壁に開口を

有 している。カテーテルは、開口が粥腫に対向する位置まで血管に揷入され

る。そして、開口付近に設けられたバルーンが拡張されると粥腫に開口が近

づけられ、開口を通 じてカテーテルのル一メン内に粥腫が進入する。カテ一

テルのル一メンには、カッターが軸方向に移動可能に設けられている。この

カッターは、モータから駆動伝達されて、ル一メン内で回転される。カツタ

—が回転されながらル一メン内を移動されることによって、ル一メンに進入

している粥腫が切除される。切除された粥腫はカテ一テルのル一メンに収容

される （特許文献 1 ， 2 ) 。

[0003] 前述されたカテーテルは、ガイ ドワイヤに案内されながら血管に揷入され

る。例えば冠動脈では、血管自体が湾曲していることが多く、カテーテルが

血管に揷入されるに際 して、カテ一テルの先端が血管の内壁に接触すること

が多い。 したがって、カテーテルの先端は、血管の形状に対応 し、かっ血管

の内壁を損傷 しないような柔軟性を有することが望まれる。例えば、カテ一

テルの先端の構造として、ノ一ズコーンと呼ばれるものが公知である （特許

文献 3 ) 。ノ一ズコ一ンは、樹脂製のチューブの内部に螺旋形状の線材を芯

として設けられたものである。また、ノ一ズコーンの先端には、 X 線により

検出可能なマ一力一が設けられている。

先行技術文献

特許文献



[0004] 特許文献1 ：特開平 6 —3 0 9 4 3 号公報

特許文献2 ：特開平 5 —5 6 9 8 4 号公報

特許文献3 ：特表 2 0 1 - 5 2 2 5 9 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0005] 前述された従来のカテーテルの先端部分は、カテーテルを血管に揷入する

際に屈曲 しやすいという問題があった。また、大きな粥腫の切除にも対応で

きるように、カツタ一により切除された粥腫をル一メンに収容可能な量を増

やすことが望まれている。

[0006] 本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、血

管への挿入に際 して柔軟に姿勢変化 し、切除された粥腫を収容可能な量を増

加できる手段を提供することにある。

課題を解決するための手段

[0007] ( 1) 本発明にかかる粥腫切除カテーテルは、側壁に開口を有 し、先端が開

口された第 1管体と、上記第 1管体の内部空間において上記開口付近に位置

されており、上記第 1管体の軸線方向に移動可能なカッターと、上記第 1管

体の先端に接続された先端部と、を具備する。上記先端部は、上記第 1管体

の先端に内部空間を連続させて接続されており、上記第 1管体より剛性が高

い樹脂製の第 2 管体と、上記第 2 管体の先端に内部空間を連続させて接続さ

れており、第 2 管体の先端からテ一パ形状に縮径された樹脂製の第 3 管体と

、上記第 2 管体の先端の外径より小径な外径であり、第 1端側が上記第 3 管

体の先端から外側へ突出されており、第 2 端側が上記第 3 管体の内部空間を

通 じて上記第 2 管体の内部空間に延出された樹脂製の第4 管体と、を有する

[0008] 第 3 管体によりテ一パ形状に縮径されて第 2 管体より小径の第4 管体に接

続されているので、第 2 管体の径を大きくして内部空間の容積を増や しても

、粥腫切除カテーテルの先端部を血管に挿入 しやすい。また、第 2 管体の第

2 端側が、第 3 管体の内部空間を通 じて第 2 管体の内部空間に延出されてい



るので、第 3 管体 と第 4 管体 とが二重管構造 とな って、第 3 管体 に対応する

部分の強度 が増加 され る。

[0009] (2) 本発 明にかかる粥腫切除 カテーテル は、側壁 に開 口を有 し、先端 が開

口された第 1 管体 と、上記第 1 管体の内部空間において上記開 口付近 に位置

されてお り、上記第 1 管体の軸線方向に移動可能なカ ッター と、上記第 1 管

体の先端 に接続 された先端部 と、 を具備 する。上記先端部 は、上記第 1 管体

の先端 に内部空間を連続 させて接続 されてお り、芯材 によ り補強 された樹脂

製 の第 2 管体 と、上記第 2 管体の先端 に内部空間を連続 させて接続 されてお

り、第 2 管体の先端 か らテ一パ形状 に縮径 された樹脂製 の第 3 管体 と、上記

第 2 管体の先端 の外径 よ り小径 な外径 であ り、第 1 端側 が上記第 3 管体の先

端 か ら外側へ突出されてお り、第 2 端側 が上記第 3 管体の内部空間を通 じて

上記第 2 管体の内部空間に延 出された樹脂製 の第 4 管体 と、 を有 する。

[001 0] (3) 上記芯材 は、線材が網 目に組 まれて筒形状 にされたものであ ってもよ

い。

[001 1] (4) 上記第 2 管体の内面側 に、上記第 1 管体 に接続 され る円筒部材、及び

当該 円筒部材か ら上記第 3 管体側へ延 出された線材が設 け られていてもよい

[001 2] (5) 上記線材 は、螺旋形状 をなすものであ ってもよい。

[001 3] (6) 上記第 4 管体の第 2 端側 は、テ一パ形状 に拡径 されたものであ っても

よい。 これ によ り、第 4 管体の第 2 端側 か らガイ ドワイヤを挿入 しやす くな

る。

[0014] (7) 上記第 4 管体 は、上記第 2 端側 の側壁 に貫通孔 を有 するものであ って

もよい。

[001 5] (8) 上記第 1 管体 は、側壁か ら外側へ膨 らむバ ル ー ンを有 するものであ つ

てもよい。

発明の効果

[001 6] 本発 明に係 る粥腫切除 カテーテル によれば、第 2 管体か ら第 3 管体 によつ

てテ一パ形状 に縮径 されて第 4 管体へ接続 されているので、血管への揷入 に



際 して先端部が柔軟に姿勢変化する。また、第 2 管体の径を大きくすること

ができるので、切除された粥腫を収容可能な量を増加することができる。

図面の簡単な説明

[001 7] [ 図1] 図 1 は、バルー ン 2 3 が収縮された状態の粥腫切除カテーテル 1 0 の外

観構成を示す図である。

[ 図2] 図 2 は、粥腫切除カテーテル 1 0 の先端部 1 3 付近の内部構成を示す拡

大断面図である。

[ 図3] 図 3 は、血管 5 0 においてバルー ン 2 3 が拡張された状態を示す模式図

である。

[ 図4 ] 図 4 は、血管 5 0 において粥腫 5 が切除された状態を示す模式図であ

る。

[ 図5] 図 5 は、粥腫切除カテーテル 1 0 の変形例を示す拡大断面図である。

発明を実施するための形態

[001 8] 以下、本発明の好ましい実施形態を説明する。なお、本実施形態は本発明

の一実施態様にすぎず、本発明の要旨を変更 しない範囲で実施態様を変更で

きることは言うまでもない。

[001 9] 図 1 ， 2 に示されるように、粥腫切除カテーテル 1 0 は、シャフ ト1 1 と

、シャフ ト1 1 内に設けられたカッター 1 2 と、シャフ ト1 1 の先端を構成

する先端部 1 3 と、シャフ ト1 1 の基端に接続された基端部 1 4 と、カツタ

— 1 2 に回転駆動を付与する駆動部 1 5 と、を具備する。粥腫切除力テ一テ

ル 1 0 は、血管に揷入されて粥腫を切除する医療器具として用いられる。

[0020] シャフ ト1 1 は、内部にカッター 1 2 を内包できるチューブである。シャ

フ 卜1 1 は、例えば医療用ステ ン レス製の円管や合成樹脂製の円管から構成

されており、血管の湾曲形状に応 じて弾性的に湾曲する柔軟性を有 している

。シャフ ト1 1 の先端及び基端はそれぞれ開口している。シャフ ト1 1 の外

径は、揷入すべき血管、例えば冠状動脈の内径に応 じて設定されている。シ

ャフ 卜1 1 の内径は、カッター 1 2 の外径に応 じて設定されている。シャフ

卜1 1 の外径及び内径は、シャフ ト1 1 の軸方向 1 0 1 に渡ってほぼ均等で



ある。シャフ ト1 1 の軸方向 1 0 1 の長さは、 ヒ 卜の四肢などのカテーテル

揷入部か ら患部 までの長さを考慮 して設定されている。

[0021 ] 図 2 に示されるように、シャフ ト1 1 において、先端部 1 3 の近傍 には開

口 2 0 が形成 されている。開口 2 0 は、シャフ ト1 1 の側壁の一部が切欠さ

れることにより形成 されている。開口 2 0 の形状や大 きさは、患部 に形成 さ

れているであろう粥腫の形状や大 きさを考慮 して設定されている。シャフ ト

1 が、第 1 管体に相当する。

[0022] 図 2 に示されるように、シャフ ト1 1 の内部空間において開口 2 0 の近傍

には、 カッター 1 2 が設けられている。 カッター 1 2 は、刃部 2 1 とシャフ

卜2 2 とを有する。刃部 2 1 は、概ね円筒形状であ り、その外径は、シャフ

卜1 1 の内径 より若干小さい。刃部 2 の先端側 には、複数の刃が中心か ら

放射状 に延びるように形成 されている。同図には現れていないが、刃部 2 1

の中心 には、軸方向 1 0 1 に沿 って貫通孔が形成 されている。シャフ 卜2 2

は、刃部 2 の基端か ら基端部 1 4 の外側 まで延出されている。シャフ ト2

2 は細長な管であ り、その内部空間が、刃部 2 1 の貫通孔 と連通 している。

シャフ 卜2 2 の内部空間及び刃部 2 の貫通孔は、 ガイ ドワイヤを揷通する

ためのものである。

[0023] 図 1 に示されるように、シャフ ト2 2 は、駆動部 1 5 に接続 される。駆動

部 1 5 か ら駆動伝達されてシャフ ト2 2 が回転することによって刃部 2 1 が

回転する。 また、シャフ ト2 2 が軸方向 1 0 1 に移動されることによって、

刃部 2 がシャフ 卜1 1 の内部空間を軸方向 1 0 1 へ移動する。

[0024] 図 1 ， 2 に示されるように、シャフ ト1 1 において開口 2 0 と反対側 とな

る位置には、バルーン 2 3 が設けられている。バルーン 2 3 は、シャフ ト1

1 の側壁か ら外側へ膨 らむことが可能なものであ り、粥腫切除カテーテル 1

0 が血管 に揷入されるまでは、折 り畳 まれてシャフ ト1 1 の側壁に密着 して

いる。バルーン 2 3 の素材 と しては、生体適合性 を有する材料が好ま しく、

具体的には、ポ リウレタン、ポ リエチ レン、ポ リエステル、ポ リプロピレン

、ポ リアミ ド、ポ リアミ ドエラス トマ一、ポ リテ トラフル才 ロエチ レン、ポ



リフッ化ビ二リデン等が挙げられる。

[0025] 図 2 に示されるように、バルーン 1 1 の基端側は、シャフ ト1 1 の側壁に

沿って設けられた外管 2 4 に接続されている。外管 2 4 の内部空間は、バル

—ン 1 1 の内部空間と連通されている。外管 2 4 は基端部 1 4 まで延出され

ており、外管 2 4 の内部空間は、基端部 1 4 のポ一 卜4 と接続されている

。基端部 1 4 のポー ト4 から注入された生理食塩水などの液体がバルー ン

1 内に流入することによって、血管内においてバルーン2 3 が膨 らまされ

る。外管 2 4 は、ポリアミ ド、ポリアミ ドエラス トマ一、ポリエーテルアミ

ドなどの弾性変形可能な軟質ブラスチックの成形体である。

[0026] 図 1， 2 に示されるように、シャフ ト 1 1 の先端には、先端部 1 3 が接続

されている。図 2 に示されるように、先端部 1 3 は、プレー ドチューブ3 1

と、縮径部 3 2 と、先端チップ3 3 とを有する。

[0027] 図 1， 2 に示されるように、プレー ドチューブ3 1 は、両側が開口した円

管である。プレー ドチューブ3 1 は、シャフ ト1 1 の先端に接続されて、そ

の内部空間がシャフ 卜1 1 の内部空間と連通されている。プレー ドチューブ

3 1 は、ポリアミ ド、ポリアミ ドエラス トマ一、ポリエ一テルアミ ドなどの

弾性変形可能な軟質プラスチックが芯材 3 4 により補強されたものである。

芯材 3 4 は、プレー ドチュープ3 の側壁内に埋め込まれている。より詳細

には、プレー ドチューブ3 1 が、前述された軟質プラスチックからなる内層

及び外層の二層構造をな しており、その層間に芯材 3 4 が挟み込まれること

により、プレー ドチューブ3 1 内に埋め込まれている。芯材 3 4 は、医療用

ステ ンレスなどの線材が網目に組まれて筒形状にされたものである。芯材 3

4 によって、プレー ドチューブ3 1 の側壁の剛性が高められている。プレー

ドチューブ3 1 の内径は、シャフ ト1 1 の外径と同等程度であり、シャフ ト

1 の先端に外側からプレー ドチューブ 1 1 が嵌め込まれている。プレー ド

チューブ3 の外径及び内径は、軸方向 1 0 1 に渡ってほぼ均等である。プ

レ一 ドチューブ3 1 が、第 2 管体に相当する。なお、図 2 においては、芯材

3 4 の図示が省略されている。



[0028] 図 1 ， 2 に示されるように、縮径部 3 は、両側が開口 してテ一パ形状 に

外径が縮径 した円管である。縮径部 3 2 は、 プレー ドチューブ 3 の先端 に

接続 されて、その内部空間がプレー ドチューブ 3 の内部空間と連通されて

いる。縮径部 3 2 は、ポ リアミ ドやポ リエーテルアミ ドなどの弾性変形可能

な軟質プラスチ ックか らなる。縮径部 3 2 の基端側の内径は、 プレー ドチュ

—プ 3 1 の先端の外径 と同程度であ り、 プレー ドチューブ 3 の先端 に縮径

部 3 2 が外側か ら嵌め込 まれて熱溶着 されている。縮径部 3 2 の先端側の内

径は、先端チ ップ 3 3 の中央部分の外径 と同程度である。縮径部 3 2 の先端

側 においては、肉厚が先端側 に向かって薄 くなつている。縮径部 3 が、第

3 管体に相当する。

[0029] 図 1 ， 2 に示されるように、先端チ ップ 3 3 は、両側が開口 してお り、基

端 3 6 側がテ一パ形状 に外径が拡がった円管である。先端チ ップ 3 3 は、縮

径部 3 2 の先端 に接続 されて、その内部空間が縮径部 3 2 の内部空間と連通

されている。先端チ ップ 3 3 の先端 3 5 は、縮径部 3 2 の先端か ら軸方向 1

0 の外側へ突出されている。先端チ ップ 3 3 の基端 3 6 側 は、縮径部 3 2

の内部空間を軸方向 1 0 1 に延出されてお り、基端 3 6 は、 プレー ドチュー

プ 3 の内部空間に至 っている。つまり、 プレー ドチューブ 3 の先端側部

分か ら縮径部 3 2 においては、 プレー ドチューブ 3 1 及び縮径部 3 2 を外側

と し、先端チ ップ 3 3 を内側 と した二重管構造 となっている。

[0030] 先端チ ップ 3 3 は、基端 3 6 側 において拡径 されているが、その他の部分

の外径及び内径はほぼ均等である。均等な部分の外径は、 プレー ドチューブ

3 1 の内径 より小さ く、縮径部 3 2 の先端の内径 と同程度である。 また、基

端 3 6 側は拡径 されているが、その最大径は、 プレー ドチューブ 3 の内径

より小さい。 したがって、 プレー ドチューブ 3 及び縮径部 3 2 の内部空間

において、先端チ ップ 3 3 の外面 と、 プレー ドチューブ 3 1 及び縮径部 3 2

の内面 との間には隙間が存在する。

[0031 ] 先端チ ップ 3 3 は、ポ リアミ ドゃポ リエーテルアミ ドなどの弾性変形可能

な軟質プラスチ ックか らなる。先端チ ップ 3 3 は、縮径部 3 2 の先端 に挿入



されて熱溶着されている。先端チップ3 3 が、第4 管体に相当する。なお、

先端チップ3 3 の先端には、X 線などにより確認できるマ一力一が設けられ

ていてもよい。

[0032] シャフ ト1 1 の基端には基端部 1 4 が設けられている。基端部 1 4 は、シ

ャフ 卜1 1 の内部空間と連続する内部空間を有する筒状の部材である。基端

部 1 4 は、ポリプロピレンやA B S などの樹脂の成形体である。基端部 1 4

は、シャフ ト1 1 を血管へ揷抜するときなどの操作において持ち手となり得

る。

[0033] 基端部 1 4 には、軸線方向 1 0 1 に対 して交差する方向へ延出されたポー

卜4 が設けられている。ポ一 卜4 にシリンジなどの他のデバイスが接続

されて、他のデバイスから流出入される生理食塩水などの流体が、基端部 1

4 から外管 2 4 へ流出入する。なお、基端部 1 4 には、シャフ ト1 1 の内部

空間と連続する他のポ一 卜が設けられていてもよい。このようなポ一 卜は、

例えば、シャフ ト1 1 の内部に進入 した切除済みの粥腫を回収する目的など

に用いられる。

[0034] 基端部 1 4 の基端側の開口からは、カッター 1 2 のシャフ ト2 2 が延出さ

れており、このシャフ ト2 2 に駆動部 1 5 が接続されている。駆動部 1 5 は

、モータ及びバッテ リーなどを内蔵する。シャフ ト2 2 には、駆動部 1 5 の

モータの回転が伝達される。

[0035] [ 粥腫切除カテーテル 1 0 の使用方法]

以下に、図 3 ，4 が参照されつつ粥腫切除カテーテル 1 0 の使用方法が説

明される。

[0036] 粥腫切除カテーテル 1 0 は、血管 5 0 の内壁に形成された粥腫 5 を切除

する際に用いられる。粥腫切除カテーテル 1 0 は、バルーン2 3 が収縮され

た状態 （図 1参照）で、先端部 1 3 から血管 5 0 へ挿入される。各図には示

されていないが、粥腫切除カテーテル 1 0 を血管 5 0 に揷入するに際 して、

予めガイ ドワイヤが血管 5 0 に揷入される。ガイ ドワイヤの血管 5 0 への揷

入は、公知の手法により行われる。血管 5 0 に揷入されたガイ ドワイヤを、



先端部 1 3 の先端チップ3 3 の内部空間から、シャフ ト1 1 の内部空間、さ

らにカッター 1 2 の刃部 2 の貫通孔、シャフ 卜2 2 の内部空間へ順に揷入

しながら、粥腫切除カテーテル 1 0 が先端部 1 3 から血管 5 0 へ揷入される

[0037] 冠状動脈のように、血管 5 0 が湾曲 した箇所において、先端部 1 3 は、ガ

ィ ドワイヤに沿って弾性的に湾曲 しながら血管 5 0 の粥腫 5 まで進められ

る。先端部 1 3 は、縮径部 3 2 によりテ一パ形状に縮径されて、プレー ドチ

ュ一プ3 より小径の先端チップ3 3 に接続されているので、プレー ドチュ

—プ3 の内径を大きくして内部空間の容積を増や しても、柔軟且つ小径の

先端チップ3 3 が先端側にあることにより、血管 5 0 へ揷入 しゃすい。また

、プレー ドチューブ3 は芯材 3 4 を有 して軟質プラスチックより剛性が高

められており、また、プレー ドチューブ3 1 の先端側及び縮径部 3 2 におい

ては、先端チップ3 3 との二重管構造により剛性が高められているので、先

端部 1 3 を血管 5 0 へ揷入する際に、先端部 1 3 において屈曲が生 じること

が抑制される。

[0038] 図 3 に示されるように、先端部 1 3 が粥腫 5 に到達 し、シャフ ト1 1 の

開口2 0 が粥腫 5 と対向すると、シャフ ト1 1 の血管 5 0 への挿入が終了

される。その後、ガイ ドワイヤが粥腫切除カテーテル 1 0 の基端側から引き

抜かれる。また、カッター 1 2 のシャフ ト2 2 に駆動部 1 5 が接続される。

[0039] 図 3 に示されるように、粥腫 5 1 にシャフ ト1 1 の開口2 0 が対向 した状

態において、ポ一 卜4 1 から外管 2 4 へ流入された流体により、収縮状態の

バル一ン2 3 が拡張される。拡張されたバル一ン2 3 が、粥腫 5 と反対側

の血管 5 0 の内壁に当接することによって、開口2 0 が粥腫 5 に密着され

、粥腫 5 の一部が開口2 0 からシャフ 卜1 1 の内部空間へ進入する。

[0040] 続いて、駆動部 1 5 のモータが駆動されて、カッター 1 2 のシャフ ト2 2

を通 じて刃部 2 が回転される。基端部 1 4 側において、シャフ 卜2 2 がシ

ャフ 卜1 1 に対 して軸方向 1 0 1 の先端側へ進行されることによって、回転

する刃部 2 1 が粥腫 5 に当接 し、刃部 2 によって粥腫 5 が切除される



[0041 ] 切除された粥腫 5 の欠片 5 2 は、シャフ ト1 1 の内部空間を通 じてプレ

- ドチューブ3 の内部空間へ進入する。 プレー ドチューブ3 は、芯材 3

4 によって軟質プラスチックが補強されているので、 プレー ドチューブ3

の内径を大きくして、欠片 5 2 を収容可能な内部空間の容積を増や しても、

剛性を高めるために肉厚を太 くする必要がない。 これにより、先端部 1 3 の

外径が大きくなることが抑制される。 また、 プレー ドチューブ3 1 の先端側

及び縮径部 3 2 においては、先端チップ3 3 との二重管構造 となっているの

で、 プレー ドチューブ3 及び縮径部 3 2 の内面 と先端チップ3 3 の外面 と

の間の空間にも、欠 片 5 2 を収容することができる。

[0042] 前述されたように して、粥腫 5 1 の切除が終 了すると、バルーン2 3 が収

縮されて、粥腫切除カテーテル 1 0 が血管 5 0 か ら引き抜かれて撤収される

[0043] [ 本実施形態の作用効果]

前述されたように、粥腫切除カテーテル 1 0 によれば、 プレー ドチューブ

3 か ら縮径部 3 2 によってテ一パ形状に縮径されて先端チップ3 3 へ接続

されているので、血管 5 0 への挿入に際 して先端部 1 3 が柔軟に姿勢変化す

る。 また、 プレー ドチューブ3 1 の径を大きくすることができるので、切除

された粥腫 5 0 の欠片 5 2 を収容可能な量を増加することができる。

[0044] [ 変形例 ]

なお、本実施形態では、芯材 3 4 により補強されたプレー ドチュープ3

が用いられることにより、 プレー ドチューブ3 がシャフ 卜1 1 より剛性が

高いものとされているが、芯材 3 4 による補強は必須ではな く、例えば、合

成樹脂の種類や組成などによってシャフ 卜1 1 より剛性が高いチューブがプ

レ一 ドチューブ3 の代わ りに用いられてもよい。

[0045] また、図 5 に示されるように、 プレー ドチューブ3 1 の内面側に、シャフ

卜1 1 に接続される円筒部材 3 7 、円筒部材 3 7 か ら縮径部 3 2 側へ延出さ

れた線材 3 8 が設けられていてもよい。線材 3 8 は、 プレー ドチュープ3



の内面に沿つて螺旋形状をな している。円筒部材 3 7 及び線材 3 8 は、例え

ば医療用ステンレスなどから形成される。線材 3 8 は、円筒部材 3 7 と一体

に形成されていてもよいし、円筒部材 3 7 とは別部材として形成されたもの

が円筒部材 3 7 に接続されていてもよい。また、同図には示されていないが

、螺旋形状の線材 3 8 に代えて、複数本の直線形状の線材がプレー ドチュー

プ3 の径方向に離間 して配置されて、円筒部材 3 7 から縮径部 3 2 へ向か

つて延出されていてもよい。プレー ドチューブ3 の内面側に線材 3 8 が配

置されることにより、シャフ ト1 1 とプレー ドチューブ3 1 との接続部分に

おいて急激に剛性が変化することがなく、接続部分において屈曲が生ずるこ

とがなく、シャフ ト1 1 及びプレー ドチューブ3 1 の滑らかな変形が実現さ

れる。

[0046] また、図 5 に示されるように、先端チップ3 3 の基端 3 6 側であって縮径

部 3 2 に覆われている箇所の側壁に貫通孔 3 9 が形成されていてもよい。貫

通孔 3 9 は、先端チップ3 3 の軸方向 1 0 1 において異なる位置であり、か

つ先端チップ3 3 の軸線に対 して対向する位置に2 つが形成されている。

[0047] 前述されたように、切除された粥腫 5 1 の欠片 5 2 は、シャフ ト1 1 の内

部空間を通 じてプレー ドチューブ3 の内部空間へ進入する。この欠片 5

は、施術後において、その成分などを分析するためにプレー ドチューブ3 1

の内部から取り出される。欠片 5 1 の取り出しは、例えば、先端チップ3 3

の先端 3 5 側から生理食塩水が注入されることにより、欠片 5 1 を開口2 0

から流出させる方法によって行われる。生理食塩水が、先端チップ3 3 の基

端 3 6 のみならず、貫通孔 3 9 からも流出されることにより、先端チップ3

3 と縮径部 3 2 との間の空間に収容された欠片 5 も、開口2 0 へ向かって

流出される。

[0048] なお、貫通孔 3 9 は、 1 つであってもよいし、 3 つ以上であってもよい。

また、貫通孔 3 9 が先端チップ3 3 の軸線に対 して同 じ側に配置されてもよ

い。

符号の説明



• 粥腫切除カテーテル

- シャフ ト （第 1管体）

カッター

• · 先端部

開口

バル一 ン

- プ レー ドチューブ （第 2 管体 )

• · 縮径部 （第 3 管体）

• 先端チ ップ （第 4 管体）

- - m ( ¾ m )

· 基き (第 2 き )

• · 円筒部材

• - 線材

• · 貫通孔



請求の範囲

[ 請求項 1] 側壁 に開口を有 し、先端が開口された第 1 管体 と、

上記第 1 管体の内部空間において上記開口付近 に位置 されてお り、

上記第 1 管体の軸線方向に移動可能なカッター と、

上記第 1 管体の先端 に接続 された先端部 と、 を具備 してな り、

上記先端部 は、

上記第 1 管体の先端 に内部空間を連続 させて接続 されてお り、上記

第 1 管体 よ り剛性が高い樹脂製の第 2 管体 と、

上記第 2 管体の先端 に内部空間を連続 させて接続 されてお り、第 2

管体の先端か らテーパ形状 に縮径 された樹脂製の第 3 管体 と、

上記第 2 管体の先端の外径 よ り小径な外径であ り、第 1 端側が上記

第 3 管体の先端か ら外側へ突出されてお り、第 2 端側が上記第 3 管体

の内部空間を通 じて上記第 2 管体の内部空間に延出された樹脂製の第

4 管体 と、 を有する粥腫切除カテーテル。

[ 請求項2] 側壁 に開口を有 し、先端が開口された第 1 管体 と、

上記第 1 管体の内部空間において上記開口付近 に位置 されてお り、

上記第 1 管体の軸線方向に移動可能なカッター と、

上記第 1 管体の先端 に接続 された先端部 と、 を具備 してな り、

上記先端部 は、

上記第 1 管体の先端 に内部空間を連続 させて接続 されてお り、芯材

によ り補強 された樹脂製の第 2 管体 と、

上記第 2 管体の先端 に内部空間を連続 させて接続 されてお り、第 2

管体の先端か らテーパ形状 に縮径 された樹脂製の第 3 管体 と、

上記第 2 管体の先端の外径 よ り小径な外径であ り、第 1 端側が上記

第 3 管体の先端か ら外側へ突出されてお り、第 2 端側が上記第 3 管体

の内部空間を通 じて上記第 2 管体の内部空間に延出された樹脂製の第

4 管体 と、 を有する粥腫切除カテーテル。

[ 請求項3] 上記芯材は、線材が網 目に組 まれて筒形状 にされたものである請求



項 2 に記載の粥腫切除カテーテル。

[ 請求項4] 上記第 2 管体の内面側 に、上記第 1 管体 に接続 される円筒部材、及

び当該円筒部材か ら上記第 3 管体側へ延出された線材が設 け られたも

のである請求項 1 か ら3 のいずれかに記載の粥腫切除カテーテル。

[ 請求項 5] 上記線材は、螺旋形状 をなすものである請求項 4 に記載の粥腫切除

カテ 一 テ ル 。

[ 請求項 6] 上記第 4 管体の第 2 端側 は、テーパ形状 に拡径 されたものである請

求項 1 か ら 5 のいずれかに記載の粥腫切除カテーテル。

[ 請求項7] 上記第 4 管体は、上記第 2 端側の側壁 に貫通孔 を有するものである

請求項 1 か ら 6 のいずれかに記載の粥腫切除カテーテル。

[ 請求項8] 上記第 1 管体は、側壁か ら外側へ膨 らむバ ル ー ンを有する請求項 1

か ら 7 のいずれかに記載の粥腫切除カテーテル。
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